
アジアの都市生活の未来は、
自転車とともに、
快適に楽しく生活することにある。
クリーンでエコロジカルな移動手段として、ファッションやカルチャーとして、
またインダストリーとして、いま改めて注目されるのが自転車です。 
急速な経済成長をとげつつあるアジア諸国、
とりわけ中国では、3.2人に1台、じつに4億台以上の自転車が、
移動、運搬、販売など、生活のさまざまなシーンで重要な役割を果たしています。
一方、クルマ社会が成熟した欧米では、メッセンジャーなどの仕事をはじめ、
マウンテンバイクやBMX、知的に自転車を楽しむ生活など、
新しいカルチャーが次 と々発信されています。 
本展ではこうした自転車を、「働く」「考える」「食べる」「走る」「遊ぶ」の
5つの動詞から考え、実車と映像を交えて紹介します。 
www.QeEBMMiGe.Dom

2010.7.29 thu. - 8.27 fri. 11:00-19:00

TOKYO MIDTOWN DESIGNHUB
Midtown Tower 5F  Admission Free

東京ミッドタウン・デザインハブ［ミッドタウン・タワー5階］無休・入場無料

東京ミッドタウン・デザインハブ 第23回企画展

主催: 東京ミッドタウン・デザインハブ
企画: 財団法人日本産業デザイン振興会、ペダルライフデザイン展実行委員会
˟107-6205 東京都ߓ区੺9-7-1ࡔ ミッドタウン・タワー5F　
Tel: 03-6743-3776  Fax: 03-6743-3775　
URL： http://www.designhub.jp  E-mail: info@designhub.jp
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Design & philosophy

何時のときからか、バイクがかっこ良く思えなくなった。

外国製スポーツカーには成金か不動産屋か金融業の人の乗り物のように思えて全く興味がわかなくなった。

文明は進化し、GNPは増大し、企業は投資家に対しての責任を全うすべく増殖し巨大化する。

進化論を唱えたチャールズ・ダーウインは世界中の生物を観察して生物は進化することに気がついた。

社会や文明やデザインも進化するのだろうか？

一方ダーウインは40年かけたライフワークでミミズを研究している。

有機農法の基礎に成る土壌を作るのは過去も現在もミミズだ。

長い間かけてダーウィンはミミズは地中深くは行かないことを見つけた。

ミミズは進化しないのか？文明の進化と、文化（culture-cultivate)の深化。

有機農法とミミズ。文明の進化としてのコンピューターと情報の進歩。

自転車乗りに優しい都市の統計とクリエイティブシティとは不思議に重なる。

許容度や柔軟性、多様な情報を取り入れてそれを創造性に変えて行く力こそが大切に成ってきた。

自転車に乗ってキャンパスを廻る大学生活からコンピュータは生まれ発展した。

コンピュータは知的な自転車だ、とスティーブ・ジョブズは始めてのマックの広告でも言った。

自転車は自分の足で車を転がすもの、自分の意志と筋肉で動くもの。

そしてコンピューターは自分の創造性を最大限に助けるもの。自己の自由を最も解放するもの。

才能とインスピレーションを助けてまわすもの。それは自転車と一緒に転がる。

自転車に乗って走っていると喉が渇く。コンピューターの前に長くいると食欲がわかない。

未来の自転車生活は、健康な知識欲と創造性が社会とかみ合って、文化の深化と共にあるのではないか。

そう考えると内燃機関でガソリンを燃焼させるエネルギーのスポーツカーに興味がなくなったのも

まんざら偶然ではないのではないかと思えてくる。

体内エネルギーと知的エネルギーが燃焼する自転車生活は僕らの身の丈にあった未来なのか？

チャリと僕らの事情
Chari and our life

現在、世界では金融不況、地球温暖化、人口爆発、食料危機などが起き、
それに伴い経済の潮目も変わったと言われています。
これらは産業革命以降、経済を拡大し消費することが発展の原動力とされるなか、
エネルギーを無限に使ってきたことに対する当然の帰結です。 消費エネルギーを抑え、
文化のエネルギーと創造の力で世界を変え、人々の生活を考える、本当の人類の英知が必要な時期が来たといえます。
TOKYO DESIGN FLOWはこのような問題意識のもと、
都市の状況や人々のライフスタイルそのものをデザインの対象としてとらえ、
それら全てのデザインを覆う傘となり、大きな流れを創り出す運動体となることを目指します。
TOKYO DESIGN FLOWは一つの事象を表すものではありません。
東京を中心にデザインを取り巻く状況を、マンスリーイベント「LAST THURSDAY」をはじめとするリアルイベント、
ウェブサイト、紙媒体などを通し情報を発信していきます。

MAT.

久しぶり！MAT.です。どうどう？ 元気してた？ 僕？ 僕は相変わらず元気に
やっているよー。超元気。最近自転車なんて乗ったりしてさ。自転車の移動の
速度が普段ではないスピードだから、新鮮なんだ。それで、自転車に乗ってる
ときに考えていたんだけども、今地球ちょっとやべえ、みたいな空気になって
るじゃない？ 環境問題も、人口問題も。特に若い人たちって何となく直感で
それを感じているように思うのね。本能ってやつ？ たとえば、農業やったり、
DIYにはまったり、自転車買って乗ったり。何かあったときに、自分で何とか
出来る範囲の何か、ということに目が向いているような気がするんだ。ほんと。
それは、シンプルで力強く、美しいぁ、と思うのよ。そこに、理想とする未来
生活のヒントはあるんじゃないかな、なんて思ったり。……え？ 何が一番美し
いって？ それは、君に決まってるじゃないの！！（キラーン）
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クリーンでエコロジカルな移動手段として、ファッションやカルチャーとして、またインダストリーとして、

いま改めて注目されるのが自転車です。

急速な経済成長をとげつつあるアジア諸国、とりわけ中国では、3.2人に1台、じつに4億台以上の自転車が、

移動、運搬、販売など、生活のさまざまなシーンに重要な役割を果たしています。

一方、クルマ社会が成熟した欧米では、メッセンジャーなどの仕事をはじめ、マウンテンバイクやBMX、

知的に、オシャレに自転車を楽しむ生活など、新しいカルチャーが次々と発信されています。

本展ではこうした自転車を、「働く」「考える」「食べる」「走る」「遊ぶ」の5つの動詞から考え、

実車と映像を交えて紹介します。

約8000万台のクルマを保有する、自動車大国日本。

しかし同時に1.5人に1台、約8600万台の自転車（うち80万台が電動アシスト自転車）をもつ日本は、

世界屈指の自転車大国でもあります。今アジアで活躍するRIKISYA（リキシャ）は、

日本が初めてつくったモノを運ぶ自転車が伝播し、名前を留めているものであり、

パーツの生産では、日本のシマノが約80パーセント、世界一のシェアを誇っています。

メッセンジャーが疾走する傍らで豆腐屋のラッパが鳴り響き、

欧米型の自転車とアジア型の自転車が混在する、独自の自転車文化を形成する国際都市・東京。

東京だからこそ、ひろがり、つながる、未来の都市と自転車と生活のデザインの可能性。

サステナブルな世界をめざして、自転車とともにある理想の都市生活を提示します。

2010.7.29 thu. - 8.27 fri. 11:00-19:00
TOKYO MIDTOWN DESIGNHUB [Midtown Tower 5F] Admission Free

東京ミッドタウン・デザインハブ［ミッドタウン・タワー5階］無休・入場無料
東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー5F　

東京ミッドタウン・デザインハブ 第23回企画展

アジアの都市生活の未来は、
自転車とともに、
快適に楽しく生活することにある。



6 TOKYO DESIGN FLOW  Pedal Life for the Future Issue 7TOKYO DESIGN FLOW  Pedal Life for the Future Issue

びっくりするほど荷物を積んだ自転車、物売りの屋台、人力タクシーのリキシャ…。
アジアでは、働く道具として、自転車が生き生きと活躍しています。
一方、バイクや自動車が普及し、モータリゼーションが成熟した欧米の都市では、
ベロタクシーやクリスチャニアバイク、メッセンジャーバイクなど、
便利さだけではなく、地球にやさしい道具として、自転車が見直されはじめています。
日本ではどうでしょうか？
日本にも、かつては店の軒先には必ずご自慢の自転車があり、
日々の配達やご用聞きにと、活躍していたものでした。
それもいつしかバイクや自動車に取って代わられたようにも見えますが、
これまでとはちょっと違う働き方に、自転車は復活の兆しを見せています。
何かの代わりとしてではなく、自転車だからこそ生まれる新しい働き方がある。
人としてのほんとうに豊かな生活を探りながら、「働く自転車」を紹介します。

働く自転車
自転車で公園を走ると、季節ごとの風を、体全体で感じることができます。
街を走れば、私たちが日々を暮らす、都市の姿が見えてきます。
裏通りには人びとの生活があり、たくさんの私小説にあふれています。
自転車を転がしながら考える。
自然のこと、都市のこと、時代のこと、生活のこと。
考えることを生活の中心に置く人には、自転車の速度はうってつけです。
歩くよりも少し速く、バイクや自動車よりはかなりゆったりと、
自転車だからこそ見えてくる風景に、思索の糸を垂れてみましょう。
体力に自信のないという方には、電動アシスト自転車がオススメです。
バッグには、本や文具やスケッチブック、コンピュータを詰め込んで。
現代の「ディオゲネスの樽」、知的な乗り物としての自転車。
そんなシーンを集め、街の思索者の「考える自転車」生活を提案します。

考える自転車
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人の集まるところに、食もまた集まります。
自動車による物流システムもなく、スーパーもコンビニもなかった時代、
新鮮な魚介類や野菜、できたての豆腐、冷たいアイスキャンディーなどの行商が、
自転車に乗って、町から町へ、ひとの集まりの中を行き交っていました。
とった人やつくった人が、自分の足で、食べる人に直接届ける。
そんな心にやさしい食と自転車との関係が、まだアジアには多く残っています。
人が食べるものだから、人とのつながりの中でつくって売る。
買う人の顔が見えるから、その反応を商品づくりに生かすことができる。
そんなあたりまえのやり方が、今、日本の若い店主にも見直されはじめています。
大きなお店は無理でも、自転車なら、最初のお店としても無理がありません。
自転車の動力はもちろん人のカラダ。そのカラダをつくる毎日の食事。
走ると食べるを永久機関のように繰り返す、「食べる自転車」を集めます。

食べる自転車
より速く、より美しく、より強く――それは人があらゆる乗り物に求める夢です。
自転車がもつ機能美にも、絶え間ない向上心や探求心が映し出されています。
ペダルが重く感じられるのは、タイヤと地面の摩擦、そして空気抵抗があるからです。
細いタイヤ、流線型のダイナミックなデザイン、より強靭なフレーム素材など、
物理的抵抗を軽減するために、自転車はそのすべてのパーツを進化させてきました。
乗り手自身も身体を鍛練し、トレーニングを重ね、機能を最大限に引き出します。
その文字通り人馬一体となった、人と自転車の最大の挑戦がレースです。
ツール・ド・フランスで有名なロードレースをはじめ、
競輪などのトラックレース、クロスカントリー、シクロクロスなど、
世界ではさまざまな自転車レースが盛んに行なわれています。
モーターを使わない、人力による地上最速の乗り物としての自転車。
単純なようでいてかなり深い「走る自転車」の、進化し続ける姿をご覧ください。

走る自転車
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初めて補助輪をはずした瞬間、なんともいえない喜びを感じませんでしたか？
ウィリーやドリフト、障害越え、ちょっと危険なことにも挑戦し、
ドキドキ、ワクワクを楽しんだ経験はありませんか？
自転車に乗る、それだけでももちろん楽しいけれど、
よりダイナミックに、よりスピーディーに乗ることができれば、もっと楽しい。
自転車は移動するための道具。そんな窮屈な考えを捨ててしまえば、
自転車を楽しむ方法は、もっとたくさん見えてくるはず。
マウンテンバイク、バイクポロ、サイクルサッカー、トリックなど、
自転車を使った遊びや競技も、今では多種多様に楽しまれています。
本気で遊ぶ、そのために進化した、自転車とその乗り手たちを紹介します。
見ているだけでも楽しくなる、挑戦してみればより生活が面白くなる。
とことん自由でハッピーな、「遊ぶ自転車」の世界です。

遊ぶ自転車

ダイヤモンドフレームにチェーン駆動を組み合わせた、
現在とほとんど変わらない自転車の基本形が確立したのが19世紀後半のこと。
以後100年以上もの間、その形を大きく変えることなく生活のなかで生き続けてきました。
機械の原型とも、限りなく完成に近いデザインともいわれるゆえんです。
しかし自転車の進化は、決して止まっているわけではありません。
人のカラダの形と動きに厳しく規定され、軽量でなくてはならない自転車の開発は、
針の穴を通すような非常にシビアな技術とアイデアの積み重ねであり、
今も世界中のエンジニアやデザイナー、発明家が挑戦し続けています。
この日本でも新しい視点と技術を背景に、自転車の革新にチャレンジしている人たちがいます。
彼らが創りだすのは自転車の新しいあり方、価値、そして乗り手の未来です。

「未来のペダルライフ」、その萌芽をご覧ください。

未来のペダルライフ
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ヨーロッパでは都市の交通インフラとして、またクリエイティブな乗り物として人々は自転車を選んで乗り、
中国では環境対策と合理性の末に未知の電動自転車社会が生まれつつあります。
日本の自転車生活はこれからどのように変わるのか？ 変わるべきなのか？世界のデータを見ながら考えてみよう。

世界のバイクフレンドリーシティ

年代別主要各国自転車生産台数

主要都市の交通分担率

日本の自転車輸出入

世界の自転車保有台数ランキング 世界の電動自転車販売台数ランキング

クリエイティブな都市は自転車にも優しい

自転車にはインフラが重要 中国が電動自転車の最大の市場に

クリエイティビティの高い都市には、ITなどの先端技術の集積度「Technology（技術）」、才能ある人を集め生み出す環境「Talent（才能）」、異なる民族や同性愛者を受け入れる開放性「Tolerance（寛容性）」が重要
だと言われている。アムステルダム、コペンハーゲン、ベルリン、バルセロナなどはヨーロッパ有数のクリエイティブ都市であり、アメリカのポートランドやサンフランシスコもクリエイティブ産業が集積する開放的な都市。
世界のバイクフレンドリーシティにはクリエイティブ度の高い都市が多く、クリエイティブな人は自転車を好み、自転車に乗る人はクリエイティブな環境に集まると言えそうだ。
出典：「Virgin Vacations」http://www.virgin-vacations.com　参考：リチャードフロリダ『クリエイティブ資本論』 

※N/A: データ無し 

アジアが世界の自転車工場に

1960年代から2000年代まで、世界の自転車生産国の移り変わりを見てみる。1960年代はアメリカを先頭に欧米諸国で半分以上の生産を担っていたが、1970年代以降は日本と中国が台頭し、現代では中国が突出。
中国の生産台数の6割以上が日本や欧米へ輸出されている。台湾も生産のほとんどが輸出用で、イタリアンブランドのカーボンフレームなど高級車の生産も多いのが特徴。
＊自転車産業振興会「自転車統計要覧」のデータを元に作成　　　　　　　　　　　　

交通手段全体のなかの自転車と徒歩の割合。ヨーロッパの自
転車先進国ではインフラも整備され自転車の割合が高い。日
本も15%と高いが、自宅から駅までの利用が多く、駅前の
乱雑な駐輪状況を考えるとあまり喜べないのかも。
出典：国土交通省「都市交通における自転車利用のあり方に関する研究」

中国が日本の自転車工場に

2008年の国内生産は約100万台
だが、輸入台数はその約9倍でほ
とんどが中国から輸入されている。
という事は、日本で走っているほと
んどの自転車が中国製だというこ
と。輸出は約200万台で、生産台
数の２倍の自転車を輸出している。
ということは、輸出のほとんどが中
古車だということ。アフリカの国々
へ輸出されている。
部品の輸出額は完成車輸出額の約
30倍。日本製のパーツが世界の自
転車を支えている。
＊自転車産業振興会「自転車統計要覧」のデータ
を元に作成

保有台数は中国、保有率はヨーロッパが高い

生産台数と人口の多さから保有台数は中国がトップだが、自
転車の保有率（括弧内）はオランダやデンマークなどの自転車
先進国が高い。日本は保有台数、保有率ともに高い。
＊自転車産業振興会「自転車統計要覧」のデータを元に作成

中国では環境問題や交通事故の問題解決のため、政策とし
て電動自転車の普及を進めており、その結果世界最大の電
動自転車大国に。自動車の約4倍の電動自転車が中国では
販売され、庶民の新しい足となった。
＊自転車産業振興会の海外レポートを元に作成

データで見る 世界のPEDAL LIFE

text & data: 清田直博（Media Surf Communications / Night Pedal Cruising）
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大谷さんは自転車のどんなところに魅かれているのでしょうか。

以前、アップル社の創立者の一人で、現CEOのスティーブ・ジョブズは、Macintoshを「知的自転車（Wheels for the Mind）」
と呼んだんです。自転車は、自動車と違って自分で漕ぐものです。つまりインプットを与えないかぎり前には進みません。もちろん自
動車にもアクセルを踏むという行為は必要ですが、それはスイッチのようなものですね。これに対して自転車は、自分で漕ぐことと
いうインプット、つまり自分の身体能力を何倍にも増幅してくれるんです。徒歩であれば、一時間に20キロも先に行くことはできま
せんが、それは自転車に乗ることで簡単に成し遂げられてしまう。さらには一日に100キロ、200キロの距離も自分の体力次第で
走行することができます。そう考えるとコンピュータも、それ自身が何かを考えてくれるわけではなく、あくまでも自分で考えたことや
まとめようとしている情報をアシストして、きちんと整理することができたり、組み合わせを検証して新しい発見をしたりすることがで
きます。身体能力の増幅器が自転車だとすれば、知的能力の増幅器がコンピュータというわけですね。そういうところで、テクノ
ロジーライターとしての僕の専門分野と、自転車のあり方というのは、すごく似ているところがあって、僕が両方好きなのは、知力
と体力、そのバランスなのかもしれません。

移動の際には、いつも折りたたみ自転車を持って動かれているとお聞きしました。
そのなかで都市の交通状況については、どう感じていますか？

自転車は、その日の気分や行動の目的に応じて使い分けるのですが、都市部では、やはり、走りづらさ、駐めづらさを感じること
はありますね。それを解消するには、荷物を運ぶトラックや人を運ぶバスなど大量輸送に関しては、電気自動車化して残すとして
も、一般の乗用車は都心部に入れないようにしたり、もしくはロンドンのように渋滞税を取って、それが交通状況を整備するための
資金なるようなかたちにすると良いと思います。そうすれば、どうしても必要な人は、渋滞税を払ってでも自動車を使うと思います
が、そうじゃない不要不急の人は渋滞税を払うなら、と別の手段を考えますよね。
渋滞税の使い道としては、例えば、自転車スタンドを充実させたり、電動アシストの充電スタンド、場合によっては公共交通機関
の運賃を下げることもできるかもしれません。街中を走っている自動車を見ていても、やはり1人とか2人で乗っている場合が多い
んです。僕自身も、昔は自動車が好きだったんですけど、そういう光景を見てると効率の悪い乗り物だな、と思うようになりました。
定員いっぱいならば、それなりの意味もあるとは思いますが。
ヨーロッパの歴史ある都市の中心部は、もう軒並み車を排除しています。歩行者と路面電車と自転車、場合によってセグウェイの
ようなコミューターが許可されています。車はどうするのかというと、周辺部まで来て駐車し、そこからは自転車や電動コミューター、
公共交通機関に乗り換えて都心部に行く、そういった組み合わせです。日本で言うと、東京ではすぐには難しいかもしれませんが、
京都や大阪、横浜、あるいは日本の自転車産業の中心である堺市などから取り組み始めて欲しいですね。
最初は、自動車を乗り回していた人たちは不便に感じるかもしれませんが、長期的に見れば、渋滞もなくなるし、自分も意識せず
に健康になっていきます。それに経済的なメリットもあって、保険料や税金もかかりませんし、ちょっとした自動車を一台買う値段で、
自転車を何台も所有できるわけです。スペース的にも、自動車一台の場所に複数の自転車を置くことができますし、目的や気分に
応じて、車種を変えて乗ったら、すごく豊かな移動生活ができるんじゃないかと思います。自分自身実感しているところがあるので、
これからの社会で自転車はそういうふうになっていくことができるんじゃないかと。
自動車メーカーも自転車や電動コミューターに目を向けざるを得ない状況になっていますし、自動車の売上が下がるなか、ビジネス
的な観点からも複数の交通手段をうまく組み合わせる方法を見つけてかないといけないんだと思います。

これから、未来に向かい、自転車が重要な役割を果たしていくなかで、
自転車は体力の増幅以上の何かをもたらしてくれるのではないかと思います。

たぶん自転車は受け身じゃないというか、最初の話と少し重複しますが、自動車も運転手は必要ですが、かなり受け身な乗り物だ
と思うんです。まったく自分の力ではないのに、エンジン吹かして突っ走っているドライバーを良く見かけますよね。まだカーブとか
だったら、テクニックが必要かもしれないけど、直線で、ともかく踏み込んでいる車を見ると、ある意味ですごく間抜けに思えるわ
けです。
自転車だと、どんなにいいモデルを買っても、突っ走るためには自分かしっかりしないとだめじゃないですか。下手をすると坂道で
別の自転車、もしかするとママチャリに抜かれたりもします。自転車が良いだけではダメなんです。
自転車的な思考というのも、自分から少し能動的に動くことなんですよ。ゼロのインプットでは、増幅してもゼロ。何を掛けても、い
つまでたってもゼロです。だから1でも2でもいいからインプットすることで、初めてそれが何倍かになっていく。行動や発想におい
ても、それは同じです。何にも考えないで、ダラダラしているだけでは、自転車やコンピュータが目の前にあっても、何かが生まれ
ることは絶対ににありません。自分から能動的に乗ってみることで、発想が広がったり、考え方が柔軟になったり、あるいは健康に
もなるわけです。
自分から動くという意思。それを、自転車が後押ししてくれると思うし、天気が良かったら、今日は遠出してみようかなとか、前向
きに誘ってくれるものでもありますね。発想にしても思考にしても、自分から動くことの大切さを自転車が触媒となって加速してくれる
ように感じます。多くの人がそうなれば、自転車を通して未来社会が見えてくるのではないかと思います。

都市での自転車利用は、環境や健康などさまざま要因により、増加している。
しかし、これまでの自動車社会との齟齬により、交通事情や意識の問題が顕著になってきている。
自転車がある生活、社会のこれから、そして自転車を通してみる未来を聞くためにテクノロジーライターにして、
自転車にも造詣が深く、自転車雑誌にも多く寄稿する大谷和利さんにお話を聞いた。

バングラデシュの「働く自転車」で、
日本の「はたらきもの」に出会う旅

　みなさんは「リキシャ」という乗り物をご存じだろうか？
　アジアを旅したことがある方なら、あるいはこの名前に聞き覚えがあるかもしれな
い。「リキシャ」とはインドやバングラデシュを走っている三輪自転車タクシーのこと。
車夫がペダルを漕ぎ、とても安い料金で短い距離を移動する「庶民の足」だ。ちな
みにリキシャという呼称は日本の「人力車」に由来するのだとか。
　僕はいま、このリキシャに乗って日本を縦断する旅を行っている。沖縄から北海道
まで。人力での超スローな旅だ。重量100キロもあるリキシャを漕いでアップダウン
の激しい日本の田舎道を旅するのは、ほとんど酔狂と言ってもいい行為だ。とても
疲れる。じゃあどうしてそんなことをしているのかとよく聞かれるのだが、その答えは
自分にもよくわからない。

「リキシャで日本を旅したら面白そうだな」
　あるときふと頭をよぎった気まぐれな思いつきを、そのまま実行してしまったのであ
る。
　僕は2001年からずっとアジアを旅しながら写真を撮ってきた。子供たちの笑顔や、
働く人々や、災害や内戦の傷跡の中でも力強く生きる人々にカメラを向けてきた。そ
のなかでもバングラデシュはもっとも印象深い国のひとつだった。アジアでももっとも貧
しく、たびたび自然災害に襲われる国だが、そこに生きる人々はとても人なつっこく
て陽気だった。
　リキシャはこのバングラデシュを代表する乗り物だ。自家用車やトラックがまだまだ
高嶺の花であるバングラデシュでは、リキシャが人やモノを運搬する主役として使わ
れている。リキシャの特徴はとにかくド派手なこと。カラフルなペイントや意味不明の
装飾に彩られたリキシャは、小さな工房で手作りされている。新車は1万5000タカ（2
万円）ほど。品質には大いに問題があるが、修理しながら使えば15年は乗れるという。
　僕はまず首都ダッカでリキシャを購入し、それに乗ってバングラデシュをひと回りし
た。それからリキシャを日本に運び、2010年3月1日からいよいよ日本縦断の旅をスター
トさせた。
　4ヶ月ものあいだ、僕はリキシャに乗って日本中のさまざまな場所を訪れた。大分
の峠道を越え、沖縄のサトウキビ畑を抜け、瀬戸内の島 を々巡った。そこで目にし
たのは日本という国の多様性だった。たとえば鹿児島県の海苔漁師さんと出会った
ときには、相手の話す言葉の三割も理解できないことに驚いた。漁師さんの口から
出る「ネイティブの薩摩弁」は、お国訛りのレベルを遙かに超えてほとんど別の言語
だったのだ。それでも彼が語ってくれた話（もちろんかなりの部分は自分の想像力で
補わなければいけなかったのだが）には心惹かれるものがあった。水質の悪化と温
暖化の進行で長く途絶えていた「出水浅草海苔」という品種を、苦労の末に復活さ
せたこと。できた海苔をはじめて口に入れたときの甘さ。奥さんと二人流した涙。そ
の言葉には確かな重みがあった。その手には何十年も自然を相手にしてきた人独
特の厚みがあった。
　この旅で僕はたくさんの「はたらきもの」に出会った。沖縄の染織家、奄美大島の
製糖職人、佐賀の畜産家、静岡のお茶農家。数々の苦労を乗り越え、自分の仕
事に誇りを持ちながら働く人々。その姿を見ていると、日本という国もまだまだ捨てた
もんじゃないと思えてくるのだった。

Wheels for the future.

リキシャ

Kazutoshi Otani
テクノロジーライター、原宿 AssistOnアドバイザー、
自称路上写真家。デザイン、電子機器、自転車、
写真分野などの執筆活動のほか、商品企画のコンサ
ルティングを行う。近著に「iPodをつくった男 スティー
ブ・ジョブズの現場介入型ビジネス」、「iPhoneをつ
くった会社 ケータイ業界を揺るがすアップル社の企業
文化」、「 43のキーワードで読み解く ジョブズ流仕事
術：意外とマネできる！ビジネス極意」（以上、アスキー
新書）「Macintosh名機図鑑」（えい出版社）「iPhone
カメラライフ」（BNN新社）「iPhoneカメラ200%活用
術」（えい出版社）

Mitsui Masashi
旅写真家。1974年生まれ。東京都在住。機械メーカー
で働いた後、2000年12月から10ヶ月に渡ってユーラシ
ア大陸一周の旅に出る。帰国後ホームページ「たびそら」
を立ち上げ、大きな反響を得る。以降、アジアを中心
に旅を続けながら、人々のありのままの表情を写真に撮
り続けている。出版した著作は6冊。旅した国は37ヶ国。
8月26日（木）から9月1日（水）まで 　アイデムフォトギャ
ラリー「シリウス」にて写真展が開催。詳細はHP。

「たびそら」http://www.tabisora.com/
「リキシャで日本縦断！」http://blife.exblog.jp/
twitter 　http://twitter.com/tabisora7

interview & text: 編集部

text & photo: 三井昌志
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Cicli Seta 絹川公将さん 
①気がついたらなっていました。ただ学生の時にモノづくりをしたいと何となくは考えていたと思います②その人の
ニーズに合っているか、オーナーの分身のように似ているか、にこだわっています③失敗をして、やり直しがきかなく
なった時に発見があります④生活の糧、だけじゃない、制作を通じて発見があります。それと人との出会いがあるの
が魅力です⑤制作意図とニーズが一致するか、作業行程で忘れはないか、欠陥はないかというところにプレッシャー
があります⑥どの自転車も皆同じではありません。人も皆同じではないように⑦買い物、スポーツ、旅行の用途オー
ルインワン。＋盗難・撤去不可ですね。

RADICALMONKS BIKEWORKS 室陽馬さん http://www.radicalmonks.com/

①口ヒゲのオッサン（トム・リッチー）がロウ付けしているポスターを見たとき「これだ！」と思いました②こだわりは、楽し
むことです③失敗した時が一番発見が多いと思います④買わなくていいことが魅力です⑤プレッシャーからは逃げる
ようにしています⑥DIY。僕はフレームを作ったりしていますが、自作できる自転車グッズっていっぱいあると思うので、
みんなどんどん自作してほしい。そういうことを伝えたいです⑦いつも理想の自転車を作ってるつもりですが、乗って
みるとまた新しい理想が誕生するという、そういう感じです

REW10WORKS 池田隆治さん http://www.rew10.com/

①何処を見回してもほしいと思える自転車が無かったので、自分で作ろうと思いました②こだわりは、個性を出すこと、
サルマネをしない③失敗したとき。極めてブルーになりますが、一番技術向上があります④モノを深く追求できること
⑤最初から最後までプレッシャーだらけ。そして納車してからもさらなる重圧が襲います。プレッシャーを払拭するた
めに良いモノを作ろうと日々 精進してます⑥自由、であることを伝えたいです⑦その人の個性とライフスタイルが垣間
見える、体の一部のような自転車が理想の自転車です

SILK CYCLE 荒井正さん SILK CYCLE　http://www.silkcycle.com/

①1970年のサイクルスポーツ5月号のカスタムサイクル特集を見て、自転車は作れると知ってビルダーになりました②
現在含め過去の技法は全て理解して再現できることがこだわりです③過去の技法を使い、作業を繰り返し続けると、
失敗や不具合などが起きるます。これに対応していると、より深い技能や考慮が身に付き、新しい発見があります。
④魅力はアイデアが具現化すること⑤プレッシャーは一つひとつの作業に全て受けます。乗り越えるられる精神状態
にするのが重要です⑥自転車は作れることを伝えたいです⑦理想はその時の目的や状況に合っているものですね

いま乗っているのはどんな自転車ですか？
ロード、マウンテン、クロス、29er、折り畳み小径車、合計7台／ロード、ミニベロ、リカンベント／ロードバイク、トラッ
クレーサー／競輪フレームのシングルスピード。ハンドルはライザーバー。ドロップは腰痛いっす／ -fixed .single ／ス
ポーツタイプ（？）／ TOPVALUE ／ビアンキのアッティーボ／一番乗ってるのは、通勤にマウンテン！／お散歩や帰
りが雨降りに成りそうな時は、小径1か小径1 ／ロングライドにクロモリのロード／山くだりはマウンテン／タウンサイク
ル／大学2年生のときに型落ちで買ったCANNONDALEのF900SL。タイヤを700Cにして高速化しています。何
度も撤去されましたが、相棒です／ルイガノ／ BMC SL-01　2008 ／ bianchi via nirone 7 alu hydro ／ビアンキ
のピスタ／シングルギアです／チネリ ブートレグのストレイラッツ／リカンベント（ハイレーサー、トライク）／友達からも
らったおしゃれ自転車／ロードレーサー 2台、MTB（前後リジッド）1台／アンカー RFX8W（ロードバイク）2台/ブロ
ンプトン（小径折り畳み）/ビアンキ・アドバンテージ（古めのクロス）/ママチャリ／折りたたみ式／ BD1 ／弟からもらっ
た折りたたみ自転車／アロー号／ TREKのクロスバイク（盗難中）／ランドナー／ハンズで5万円の見た目は本格的
なロードバイク／ピストもどき／無印良品のグレーのちっちゃいやつです ／カゴ付きのルイガノの自転車／MTBです。
重い自重に耐えられるように作られたそうです（自転車屋さん曰く）／マウンテンバイク／リカンベントとトールバイク／
自転車は30台位所有しています。毎回気分と目的に応じて乗り分けています。普段は仕事で乗っていたトラックレー
サー（Kalavinka）を改造した街乗り用シングルスピードを好んで乗っています。（私の引退記念にビルダーからプレ
ゼントされました）買い物時は70年前のレストアしたRALEIGHロードスターを使います。／ EXTRAILの赤い自転
車です／シティーバイクです／ Giant ESCAPE MINI ／真っ黒のロードバイク。カトマンズに移住してしまった友達
から譲り受けた。彼が組んだので、詳細わかりません。完成車ではない／業務用の実用自転車とMTB ／クロスバ
イク。ルイガノRSR-4ほとんどが、メカニズムに特色のある折りたたみ自転車です。折りたたみでないものは、昔のス
イスアーミーの軍用自転車や、十数年前の無印良品のシャフトドライブ自転車をレストアしたライトスポーツなど

自転車に一番求めることは？
快適性／楽しさ／速さ、軽さ、頑丈さ／モノとして愛せるか。翼くんがボールと一緒に寝る、あの感覚です。いつ
も一緒に連れていきたいと思えたら、だいたいどこでもチャリで行けます／特に……／自転車ではなく、自転車道路
を求めます。／パフォーマンス／他と変わった一目でわかるデザインと機能／素直さと、スピードに乗ったときの安定
感／駐輪所／愛着がわくこと／「自転車」そのものより、一部（というよりほとんど）の自転車乗りのマナー向上を願い
ます／「文化」として、自転車が日本に根付くよう期待していますし、そのために自分も何かしなければ、と思ってま
す／信号をきちんと守り、交通ルールを遵守することが、「スポーツ自転車乗り」のなかでも、嘲笑の対象というのが
分からない／「自転車が好き」という共通項で、互いを認め合うことも大事／どこでも走れるようになってほしい／ス
ピードと安全／仲良くできるかな／ペダルを踏むときの重さ。重い方が好き／サドルの気持ちよさ／わくわく／耐久性と
トータルデザイン／タイヤの大きさ／自転車のスタイルにより全く違ってくるものなので一概には言えませんね。自分が
所有している一台に関しては乗りやすさ／長く付き合えるシンプルな機能美を持っていること／色 な々意味での自由さ

どうすればもっと街は走りやすくなると思いますか？
東京の幹線道路は車線幅が狭すぎなのです。名古屋ならば片側2車線であろう道路幅を無理矢理3車線にしてあ
る感じ。環七、環八ですと車線幅が3mを切っているのではないでしょうか？ こんな幅ではトラックがギリギリです。さ
らに路側帯も圧迫していますので車も自転車もものすごく走りにくい。渋滞を覚悟で思い切って二車線化するのもあり
かと思う。あと山手通りで進められている歩道工事、歩道の中に自転車レーンがある。こんな計画ではまた歩行者と
の接触事故が起きます。まったく時代に逆行した設計です。車線幅が取れるので車道脇に自転車レーンを作るべき

です。また、自転車レーンがある場合（例えば水道道路）格好の駐車帯となってしまってますが自転車にとって大変危
険。荷卸し場所以外は簡易ポール等を建てるなどをして対策を取るべき。あとは各自の運転マナー向上あるのみで
す／車道に専用レーンと小学生からのマナー向上講座／舗装されたバイクレーン、ライダーがきちんと交通法規を守
ること、ヘルメットを法律で義務づけること／駐輪場の整備／すべての人の少しの思いやりをプラス／路上駐車の廃
絶／大きい道路は要らない／国政レベルで、自転車という交通手段の大切さを認識し、車道の仲間であることをす
べての道路ユーザーに啓蒙する。また市街地での制限速度を下げる（十分に下げれば自転車レーンは不要になる）
／車への依存の度合いが少なくなれば。そんなに急がなくてもいいでしょ／ママチャリ軍団の交通ルール遵守。上
海のように自転車専用道があれば便利で安全／タクシーがいなくなれば／すっきり／道路整備と自転車走行マナーの
向上。自転車を分解しないで他の交通機関（電車、路線バス、タクシー）での移動システムの整備／路上のゴミをな
くす事、人、対、自転車、対、車のマナー、道路交通ルールの意識付けを講習願いたい。分岐方法がわからな
い／自転車の免許制を導入／自転車人口を100倍にする／歩行者・自転車・クルマ・バイクがそれぞれストレスを感
じにくい道づくり。でもたぶんムリ。とくに市街地では。まずは歩行者・自転車・クルマ・バイクがそれぞれを思いやり、
それぞれの動きを読む心構え。謙虚な気持ち。それから、それぞれが自分の身を事故や災難から守ろうという意識。
実はこれが一番足りていないと思う／都市の中心部の自動車（貨物などは除く）を規制または排除する

あなたにとっての自転車とは？
ライフスタイル／速さを競い合うもの／遊び道具／一番楽しい乗り物です／昔から一番近しい道具／レクリエーショ
ン／生をより豊かでシンプルにしてくれるパワードスーツ／身近な足／競争力の源泉／体の延長になれる気持ちいい
移動手段／安心感をくれるもの（いつでもどこでもどこかにいけるっていう気持ちをくれるもの）／沖縄で乗るもの／
擬人化はしない。機材は機材。ヒトと違って、手をかければ、即座に応えてくれるモノ。その逆もアリ／ 私を自由に
してくれる羽／夢／最近乗ってなくてすいません／リフレッシュのチャンス／晴れの日をより楽しませてくれるアイテム
／移動手段と運動／長い付き合いになりそうだ／自転車／結局は便利ツール。でも身近で便利なものほど将来的に
はこだわってカスタマイズした自転車に乗ってみたい。ミニ四駆みたいな。趣味として没頭してみたいという気持ちは
すごくあります／むずかしい質問／自分の「全て」。奥さん同様人生のパートナー／人生最後の趣味かな／相棒／
メッセンジャーとしての自分を最大限に表現してくれるもの／なくても良いものだが、あると生活の幅を広げてくれるも
の／靴みたいなもん／遠くへ連れていってくれるもの／ステータス。ヘルスメーター／仕事道具／愛人／ Art Form
／今の仲間と出会わせてくれた、大切な人／人生を楽しむための道具／身体の一部というと大袈裟だけど無いと何
もできなくなる／トクベツではないもの／一生もの／もの心ついたときからの友達／車やバイクのかわり／依存になっ
ちゃって、ずっと踏みたい／あると幸せ／自分を冷静に振り返るツール／乗ることのできる哲学

自転車で幸せを感じたこと、それはいつ？
自分の体力が向上している事がわかった時／明け方、都内の大きな道路をぶっ飛ばすのが最高です／友人が増え
た／あせらず、のんびりと地域にとけ込みながら移動するときです。車のスピードでは、周囲がすべて自分とは関係
のない「パノラマ」になってしまうからです／日々 の変化を感じること／電動チャリを登り坂で抜いたとき／仕事で疲れ
たあと、自分のすきな坂をゆるーりと下るとき。すべてから開放される気持ちになる／交差点で他の自転車乗りに話
しかけられた時。交差点（信号待ち）がコミュニティーって、自転車ならではだと思います／チューンアップして前より
も軽く、早く、楽になったとき／長い上り坂のあと、下り坂を降りて、海が見えたとき。先週／大切なヒトとのポタリン
グ／テントくくりつけて旅したこと／晴れた日に気分の向くままに走っていると幸せです／行ったことのない場所に着い
た時の達成感ですかね／ちっちゃい頃、自転車でばあちゃん家に行ったとき。達成感がすごかった／高校時代、好
きな人との二人乗り／キッツイ坂道を、立ち漕ぎせずに登りきった時。乳酸が足に溜まって幸せ！

①ビルダーになるキッカケは？②一番こだわっていることは？③製作での発見は、どんな時？④作ることの魅力は？⑤制作でのプレッシャーは？⑥フレーム製作で伝えたいことは？⑦理想のフレーム（自転車）とは？

自動車ではなかなか難しいが、自転車は作ることができ、だからこそ自分に合ったものを追求できる。さまざまなオーダーのなかで、失敗に学びながら、理想の自転車を作り上げていくビルダーという仕事。せっかく自転車に興味を持ったなら、
ビルダーと自分に合った自転車を作るというのも、さらに自転車の楽しみを広げるための、とても有意義な選択肢だろう。。

自転車への注目が高まるにつれ、注目度を増しているのが「ビルダー」という存在。
日本のビルダーは、そのクオリティから世界からも高い評価を受けている。今回は4者のビルダーにその仕事に対する考えを聞いた。

自転車に乗っている人は増えているが、実際に自転車に乗っている人はどんなことを考えているのだろうか。
そこで、自転車に関する意識アンケートを実施。その回答の一部を掲載します。

PACIFIC PEDAL LIFE DESIGN 出展自転車（一部）   ※掲載されたもの以外にも世界各地から集めた自転車約50台が5つのコンセプトによる空間構成で展示されています。
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BUILDER

種別：DARUMA
メーカー：REW10WORKS（日本）
概要：36x2.25のモンスターホイールを装備した自転
車。古き良きペニーファージング型自転車を現代版に
リバイバル。紳士なイメージのペニーファージングを横
ノリな仕様に一新。

01. 36er REW10 DARUMA

種別：タウンサイクル
メーカー：ITERA（スウェーデン）
概要：スウェーデン製のイテラは1982年から約3年
間に渡って生産されたプラスチック製自転車。車メー
カーであるVolvo(ボルボ)が自動車ボディのプラスチッ
ク化の可能性を探るため、子会社に先行開発させた。
電装系を内蔵し、ヘッドライトとテールランプにLED
を採用していた。 デザインは Itera Development 
Center ABが担当。日本でもわずかだが発売された。
タイプはスタンダード、ツーリング、スポーツモデルの
3種類。ギア、チェーン、ビス以外のほとんど全ての
パーツがプラスチック製。

02. ITERA

種別：運搬車 26インチ
メーカー：セキネ（日本）
概要：現役ロッドブレーキの実用車。酒屋の配達で
神田界隈を疾駆中。

09. CSサイクル 

種別：小径車 折畳み
メーカー：skoot（イギリス） 
概要：Skootはイギリスに住む技術系のFallon親子
の発明品で、2000年に発売された。イギリスでも都
市部での通勤・通学時の足の確保は切実な問題であ
り、渋滞や駐車場難に悩む自家用車ではなく、電車
や地下鉄、バスを乗り継いで会社や学校に向かう人々
が結構いる。トランクになる自転車というのは、確かに
アイデアだけなら子供でも思いつくかもしれない。とこ
ろが、実際に実用に耐えるものを作るとなると、強度
や耐久性、展開時のバランスなど、乗り越えなくては
ならない課題が山積み。そこをクロームモリブデン鋼
や航空機素材といった、高価な素材を使いながら、ま
とめあげた、珍品自転車。

06. skoot

種別：リキシャ
メーカー：不明（バングラデシュ）
概要：バングラデシュ、インドやインドネシアなど東南
アジアの多くの大都市の庶民の移動手段のリキシャ。
バングラデシュ全土には80万から100万台のリキシャ
があるとされ、同国最大の雇用源のひとつである。現
在、100万人以上の人々がそこに職を見いだしている。
明治初期に日本で作られた人力車が起源となり、アジ
ア各国へ日本から人力車が輸出され、地元に根付い
たとされる。その多くは車夫みずから装飾が施されて
派手なものである。バングラデシュの首都ダッカでは、
華やかに飾ったリキシャが街にあふれている。

07. バングラデシュのリキシャ

種別：FIXED TRICK BIKE
メーカー：W-BASE（日本）

「DURCUS ONE STYLIN FRAME」
概要：BMXノウハウをFIXEDへコンバート。価格、
性能ともに申し分ないフレーム。

08. DURCUS ONE STYLIN FRAME種別：軍用　実用車
メーカー：不明（80の工房が製造を担当、スイス）
概要：単体重量23kg。鉄の塊のような、かつてのス
イス軍公式自転車は、実用車としてもレベルが高い。
前傾した荷台、フレームから吊り下げられた革製のド
キュメントバッグと工具入れ、タイヤの接地面にゴムブ
ロックを直接押しつける前輪ブレーキなど、ディテール
にも見どころが多く、まるで蒸気機関車のように力強
く走る。にも関わらず、その走行感覚はあくまでもス
ムーズかつ静かであり、隠密行動が求められた軍用品
であることを強く意識させられる

04. Swiss Army Bike

種別：小径車 折畳み
メーカー：STRIDA（イギリス）
概要：1987年イギリスのマークサンダースによって考
案された傑作折り畳み自転車STRIDA。トライアング
ル(三角)フレームと簡単に折畳める機能・耐久・デ
ザイン性が、世界に高い評価を受けている。トライア
ングルフレームは、いとも簡単に縦型に折り畳まれる。
さらに折り畳んだ状態での押し運びが可能なため、車
や電車に乗せて、旅行先でも楽しむことができる。改
善を重ねながら、現在でも発売されつづけている。

03. STRIDA MK1

種別：トライアル
メーカー名：SLiC（日本）
概要：シートレスのストイックなデザイン。ダブルのシー
トチューブで抜群の剛性感。

05. SLiC

種別：小径　折りたたみ
メーカー：プジョー（フランス、開発・製造：台湾）
概要：レバー操作無しに、スタンドを立てた状態でシー
トポストとハンドルを後方に倒すだけで折りたためる、
巧妙な設計のフォールディングバイク。ポイントは、ス
タンドと連動したロッキング機構にある。特異な形状の
ハンドルは、基部のロックを外すと左右に分かれて折
りたたまる。一応プジョーブランドだが、元々は台湾の
Gomier GM518という製品で、YACHTという名前で
他社にもOEMされたユニークな自転車だ。1989年
の第17回ジュネーブ国際発明品展で銀賞に輝いた。

11. Peugeot （型式名不明）

種別：リカンベント式ツーリング車
メーカー名：サイトウデザイン、岡安製作所
概要：中長距離を快適にツーリングするための新しい
モビリティ。快適さとペダリング効率を両立させるため
の乗車姿勢が第一の特徴だが、同時にフレーム下部
にカーゴスペースを設けて、低重心かつスタイリッシュ
な荷物収納を可能にしている。このレイアウトを実現
すべく独自開発したシャフトドライブはアーチ型のアルミ
モノコックフレームに沿うようにレイアウト。また公共交
通の利用も考えた折りたたみ機構も秀逸。

10. Horizon

自転車生活いかがですか？

回答者データ
回答数：88

男性　75%
女性　25%

20代　30.77%
30代　41.03%
40代　20.51%
50代　5.13%
60代　2.56%

enquête



18 TOKYO DESIGN FLOW  Pedal Life for the Future Issue 19TOKYO DESIGN FLOW  Pedal Life for the Future Issue

毎週末土日に青山・国連大学前で、東京近郊のこだわり農家さんや八百屋さんを集め、心も頭も固くなった都市住民に土の香りと旬の恵みを届ける「Farmer's Market @ 
UNU（ファーマーズマーケット＠国連大学前）」で、一日限定の自転車フリマを開催！ガレージに眠ったお宝や、新しい主人を待つ中古パーツなど、自転車グッズを大放出。
おいしい野菜と自転車グッズ、一粒で二度おいしい、一度と言わずに二度三度！ 増えすぎたパーツを整理したい上級者や、自転車に乗り始めたばかりのカスタム初心者も、
8/8は青山国連大学前に大集合だっ！

暑い夏には汗をかく、自転車に乗っても汗をかく、ならば徹底的に自転車で汗を楽しもうよ！ 野外フェスは音楽のためだけにあるんじゃない！！ 自転車にも祭りを！　昼間の炎天
下にはプロのトライアル妙技と珍自転車にうなり、アスファルトの熱気も冷ぬ夕暮れ時にはバイシクルミュージック＆ムービーに浸り、寝苦しい東京の熱帯夜を自転車で突っ走っ
て夕涼み。ねっ、自転車って最高じゃないですか？ 夏フェスは山の中で起きているんじゃない！ 東京のど真ん中でも起きてるんだ！！

RIDE TO TOKYO  地方から自転車で上京した強者が代々木公園に集まる！集まれ！！
トライアルエキシビション プロライダー宮岡啓太氏による超絶技巧パフォーマンス。トライアルの体験会も開催！

BIKE MUSIC 野外ステージでBIKE MUSICの生バンドライブ＆自転車を愛するDJ達によるゴキゲンなサイクルチューンをドロップ！

BIKE FILMS 世界中の自転車カルチャーを伝えるレアなムービーを星空の下で大上映！ 自転車に乗りながら見れる！

NIGHT BIKE SHOPS 東京の最先端の自転車カルチャーを発信する厳選自転車ショップがお店を飛び出し代々木に出張！
珍車体験 なにこれ？自転車？！ 今まで見た事も無いレア自転車に乗れる！

バニーホップコンテスト 誰が一番高く跳べるのか？ 自転車で！ トリック野郎あつまれ！ バニーホップのコンテストを開催！

PEDAL DAY NIGHT CRUISING 夜は空いてる東京の道、みんなで走れば楽しいよ。夜景を楽しみながらグループライド！

PEDAL FOOD Farmer's Market @ UNUで大好評のキッチンカーが登場。エナジーフードでお腹を満たせ！

日時：8月8日（日）10:00 - 16:00 　会場：青山・国際連合大学 　住所：東京都渋谷区神宮前5-53-70 国際連合大学前

http://www.farmersmarkets.jp/

日時： 8月18日（水）13:00 - 23:00　会場：代々木公園ステージ、ステージ前、広場  　住所：東京都渋谷区神南２ 代々木公園B地区

8.8一日限りの自転車フリマ「PEDAL MARKET」が東京都心の青山・国連大学前に出現！

暑い日には自転車に乗ろう！ 
自転車乗りによる自転車乗りのための野外フェス

「PEDAL DAY」8.18代々木公園イベント広場で開催！！

自転車はこれからの社会ではとても大切な働きが期待されています。都市の文明が発達しているところこそ若者は自転車に乗って行く傾向が見られます。未来の社会での自転車の役割は、
いままでとは違うものになっていくでしょう。自転車産業の未来像、移動手段の移行について自転車の可能性を探っていきます。

＊自由大学とは
現代の大学で求められるのは、新しい価値観を持って講義を企画し、“自ら求めて学ぶ”人が自由に学べること。教えたい、伝えたいという情熱を持つ人が自由にテーマを出し、講義をすること。自由大学では現代の“clever”だけど“wise”でない若者から、
時代の変化に流されない知性を身につけたい大人まで、実際に役に立つ叡智を追求していきます。教える人、学ぶ人、講義をキュレーションする人、企画運営する人が一体となって創造していく、それが自由大学です。

※コンテンツ等は予告無く変更の可能性があります。最新情報はウェブサイト（http://www.pedallife.com/）にてご確認ください。

受講の申し込み、講師プロフィールや最新情報は以下の、自由大学の公式サイトでご覧いただけます。

http://www.freedom-univ.com/

受講料：全5回 28,000円 ※第0回も含まれます。（単発聴講各回 5,000円、第0回 3,000円）   会場：東京ミッドタウン・デザインハブ［ミッドタウンタワー5階］

EVENT INFORMATION

LECTURE INFORMATION

PEDAL MARKET@UNU  2010.8.8 sun. 10:00-16:00 

PEDAL DAY @YOYOGI PARK  2010.8.18 wed. 13:00-23:00 

「自転車学―Pedal Lifeの未来像」
自由大学特別講座

第0回 8月6日（金）18:00 - 20:30 「PACIFIC PEDAL LIFE DESIGN 展」ボードメンバーによるオープニングレクチャー　キュレーター：黒﨑輝男（流石創造集団株式会社）　
第1回 8月7日（土）16:30 - 18:30 『バイシクルカルチャーと都市デザイン』　講師：杉浦邦俊（NPO法人バイシクルエコロジージャパン）

第2回 8月15日（日）14:00 - 16:00 『未来の自転車社会』　講師：三輪ノブヨシ（立体アーティスト／サンリン自転車生活社）、大谷和利（テクノロジーライター）　
第3回 8月21日（土）14:00 - 16:00 『世界の働く自転車事情』　講師：佐藤洋一（早稲田大学社会科学総合学術院教授）、蔭山 眞澄（働く自転車研究会）、GOGO（メッセンジャー）

第4回 8月21日（土）16:30 - 18:30 『日本の自転車史とデザイン』講師：荒井正（SILK CYCLE）

第5回 8月22日（日）14:00 - 16:00 『地球環境と自転車』講師：マイケル・ライス（自転車選手／俳優）

［講義計画］

+81(0)3-6804-3799
www.alexanderleechang.com

最近では、すっかり都市の見慣れた光景となったメッセンジャー。自転車と自分の身体を使
い、荷物を確実に、かつ迅速に届けるその仕事には、どんな魅力があるのだろうか。会場
に展示されたポートレート撮影のために集まった31人のメッセンジャーにアンケートを実施。そ
れぞれ回答のなかから、いくつかの言葉を抜粋した。

メッセンジャーMESSENGER

メッセンジャーになったキッカケは？
ノリ、いや神からの推奨／雑誌で見て／街で見かけて／友人・知人の誘い／自転車が好きで／身体を使う仕事がしたくて、フロムAにたまた
ま載っていたから／体がうずくので／お金がいいと聞いて／中学生のときに海外のメッセンジャーの写真集を見てカッコよさに憧れた。手元に
MTBがあってバイク便は嫌だったのでメッセンジャーになろうと思い始めた／太陽の下で仕事をしたかった／好奇心／ロンドンでメッセンジャー
たちと触れ合って／当時MTBクロスカントリーの選手だったので、走りながら稼げればというシンプルな理由

メッセンジャーになる前にしていた仕事は？
学生／デザイナー／露天商／ゲーセンの店員／建築現場作業員、プール監視員、ダスキン／美術制作、コロッケ屋／自転車に乗らないメッセ
ンジャー／ CM制作／内装屋／スターバックスコーヒー／バンドマン／ヨドバシカメラの販売員／ケンタッキーフライドチキン／バイク便／酒屋と
俳優／オペレーター／お店でよくバイトしてた／舞台大道具／焼き肉屋のポーター

仕事用の自転車へのこだわりは？
軽さと可能な限り自分でメンテしなくてすむこと。メンテは他人にしてもらう／壊れてもすぐに直せるように汎用部品を使うこと／頑丈／手作り／
安くてボロボロなこと／毎日のことなので、軽くて身体に負担のないようにする／雨でもとまるやつ／自分のポジションを出すことが大事／カッコよ
くて速いもの。一目で自分のものと分かる個性／チェーン、ギア以外は掃除しない。鍵をしないので汚いと盗まれにくい／めずらしいフレーム（規
格が変）をわざわざ使う／古くささと新しさが同居したダサイ自転車／ほとんどがもらい物／ペダルが回ればいけるじゃない／道具として最高なも
のを作りました

仕事をする上でのこだわりは？
流暢なしゃべり。自分流の体臭／確実さと速さ／誰よりも速く届ける。（お客様の）気持ちと幸せを共に／安全第一。流れが大事／動きにムダ
をなくす／常に心にゆとりを持つ事。冷静でいられるように心がける／世界の空気を読むように心がける。手をキレイにする／周囲に迷惑をか
けない／フリースタイルジェントルマン。最高のサービスを提供する／一般の車との共存。さわやかな接客！／全力で楽しみ、全力でペダルを
踏む／笑顔／（至りませんが）お客さんのことを一番に考えてあげること／食事中は急いで食べる／遅刻しない

メッセンジャーになって意識が変わった事は？（自分、経済、社会、国、時代などに対して）

どの業界が元気かが何となくわかる。景気対策をお願いします／教科書に乗っていることは一つの情報として捉え、何事も実際に自分で見た
事を大切にするようになった／プロということに対しての考え／生きるって全部自己責任／接客に対する楽しみ方／危険とはいつも隣合わせだと
いうこと／時間を守る／社会との関わり方。みんなつながってるなぁと思った／自分の体調について／自分が何をやりたいのか考えるようになっ
た／未来に対する不安より現在の幸せをかみしめる大事さに気付きました／お金の大切さとお金が無くてもどうにかなってしまうことに気付いた
／年々髪がうすくなってきたので最近1万円するシャンプーを買いました

メッセンジャーをやる上で世界と日本との違いは？
都市によって文化が違うという部分は難しいと思うけど、メッセンジャー業務に違いはないと思う／自転車に対する社会の理解／メッセンジャーと
いうより、世の中の自転車に対する認識の差を感じる。欧米は自転車に対して寛容である。アジアは逆／都内は走りづらい道が多すぎる／東
京がめちゃくちゃでかい。街の顔が場所によって全然違う／外人として日本でやるのは、自分の国でやるのと違うことがあれば、日本の警察は
やさしいかな／言葉くらいではないでしょうか？／違いはないと思う。仕事に対する個々のモチベーションは日本も世界も一緒だと思う

メッセンジャーをやり続けている理由は？
常にフレッシュな時間を送れてるから／好きだから／いろいろな人と出会えるから／レースと似てるところ（速いことが喜ばれるなどなど／対自分
の会社、対お客様）／ビールが美味しいから／女性でもできるということの証明／メッセンジャー特有のコミュニティはおもしろい／立てた旗を
支えるため、あとは余計な人間と関わりたくないから。逆に出会うべき人に出会えるから／自転車に乗りながら、いまの東京を肌で感じられる／
自分の心身のバランスを保つため。もちろん家族のため／仕事・仲間が最高だから／天職だから／誰かその理由を私に教えてくれませんか？

メッセンジャーになったきっかけはさまざまでも、身体を使うこと、都市の空気や季節を感じること、メッセンジャー仲間の国境を越えたつながり、
届けることでの出会い、などがモチベーションとしてあるようだ。それにより、自分に、社会により向き合い、考えを深めている人も少なくない。
けれど、何よりも「好き」や「楽しい」が溢れるメッセンジャーという仕事はやはり魅力的だ。

©Miyuki Pai Hirai



アジアの都市生活の未来は、
自転車とともに、
快適に楽しく生活することにある。
クリーンでエコロジカルな移動手段として、ファッションやカルチャーとして、
またインダストリーとして、いま改めて注目されるのが自転車です。 
急速な経済成長をとげつつあるアジア諸国、
とりわけ中国では、3.2人に1台、じつに4億台以上の自転車が、
移動、運搬、販売など、生活のさまざまなシーンで重要な役割を果たしています。
一方、クルマ社会が成熟した欧米では、メッセンジャーなどの仕事をはじめ、
マウンテンバイクやBMX、知的に自転車を楽しむ生活など、
新しいカルチャーが次 と々発信されています。 
本展ではこうした自転車を、「働く」「考える」「食べる」「走る」「遊ぶ」の
5つの動詞から考え、実車と映像を交えて紹介します。 
www.QeEBMMiGe.Dom

2010.7.29 thu. - 8.27 fri. 11:00-19:00

TOKYO MIDTOWN DESIGNHUB
Midtown Tower 5F  Admission Free

東京ミッドタウン・デザインハブ［ミッドタウン・タワー5階］無休・入場無料

東京ミッドタウン・デザインハブ 第23回企画展

主催: 東京ミッドタウン・デザインハブ
企画: 財団法人日本産業デザイン振興会、ペダルライフデザイン展実行委員会
˟107-6205 東京都ߓ区੺9-7-1ࡔ ミッドタウン・タワー5F　
Tel: 03-6743-3776  Fax: 03-6743-3775　
URL： http://www.designhub.jp  E-mail: info@designhub.jp




